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１．研究計画の概要 

本研究の目的は降海性サケ科魚類を対象
生物として，死亡率（海洋生活期の死亡率）
と体サイズ（成体の体サイズ）双方の性差の
進化的関連性についての知見を提供するこ
とである。本研究では降海型サクラマス個体
群における降海直前の幼魚（スモルト）の性
比や遡上（回帰）親魚の性比と体サイズなど
の野外データを用いて下記の３つの予測を
検証し，死亡率と体サイズの性差の進化的関
連性を検証する。 
 
予測①（雄と比べ）雌の体サイズが大きい個
体群では，雌の死亡率が高い 
予測②（雌と比べ）雄の体サイズが大きい個
体群では，雄の死亡率が高い 
予測③体サイズに雌雄差がない個体群では，
死亡率の雌雄差もない 
 
（これらの予測は，それぞれで逆も然りであ
る。例えば，予測①では「雌の死亡率が高い
個体群では，雌の体サイズが大きい」という
関係も示している） 
 
 
２．研究の進捗状況 
（１）本研究では，海洋生活期の死亡率およ
び回帰親魚の体サイズの性差に関するデー
タを得るために，北海道の８程度の河川（個
体群）において主にスモルトの性比と回帰親
魚の性比および体サイズを調査している。 
 
（２）２００８年度から２０１０年度までの
野外調査により，別々川および奥津内川個体

群において予測①を実証できる可能性が高
いデータセットが整った。以下に，それらの
個体群におけるデータについて概説する。 
 
①別々川の 2008 年降海群（2009 年に親魚と
して回帰・遡上）における降海時（スモルト）
の雌の割合（以下，雌率）は 71.3% (N = 87)，
回帰親魚の雌率は 52.7% (N = 55)であり，回
帰親魚の体サイズ（平均尾叉長）は雌で 488 
mm (N = 29)，雄では 435 mm (N = 26)であった。
2009 年降海群のスモルトの雌率は 75.0% (N 
= 48)，回帰親魚の雌率は 62.1% (N = 58)であ
り，回帰親魚の体サイズは雌で 491 mm (N = 
36)，雄では 441 mm (N = 22)であった。両降
海群のデータを用いて予備的な統計解析を
行った結果，回帰親魚の雌率はスモルトより
有意に低下している一方で，回帰親魚の体サ
イズは雌の方が有意に大きいことが明らか
となった。 
 
②奥津内川の 2008 年降海群におけるスモル
トの雌率は 94.9% (N = 59)，回帰親魚の雌率
は 76.2% (N = 21)であり，回帰親魚の体サイ
ズは雌で 507 mm (N = 16)，雄では 446 mm (N 
= 5)であった。2009 年降海群のスモルトの雌
率は 89.9% (N = 89)，回帰親魚の雌率は 70.6% 
(N = 17)であり，回帰親魚の体サイズは雌で
490 mm (N = 12)，雄では 399 mm (N = 5)であ
った。両降海群のデータを用いた予備的な統
計解析は，別々川個体群と同様の結果を示し
た。 
 
（両個体群における回帰親魚の雄の体サイ
ズは，雌の体型に換算した場合の値である） 



３．現在までの達成度 
③やや遅れている。 

（理由） 
 現時点では，予測①を実証できると思われ
るデータは整っているが，予測②および③を
検証するためのデータは不十分で，特に回帰
親魚に関するデータが不足している。 
 
 
４．今後の研究の推進方策 
（１）２０１１年度の野外調査においては，
予測②および③を検証するための回帰親魚
のデータ採集を重視する。予備的調査の結果
を考慮して，そのようなデータを北海道の茂
初山別川や床丹川などの河川において収集
する予定である。 
 
（２）悪天候等の理由で，予測②および③に
係わる検証データの収集を遂行できなかっ
た場合，予測①の検証結果をまとめ，関連学
会や学術誌において発表する。 
 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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